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１ アフターコロナを見据えた中期的展望

ＳＤＧｓ・カーボンニュートラル、デジタル社会構築の理念の下、

「５つの未来創生」の実現を目指します

１

２

３

４

５

新ビジョンの策定

循環経済・産業拠点の創出 ～川内港臨海ゾーン整備～

雇用の創出

交流の創出

甑医療体制の整備
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１ アフターコロナを見据えた中期的展望

１ 新ビジョンの策定

2

本市のまちづくりの指針となる「第３次薩摩川内市総合計画」策定に向けて

審議する場として「薩摩川内市自治総合審議会」を設置

【自治総合審議会のスケジュール】
令和５年度

【自治総合審議会の組織体制】

■ 審議会に会長及び副会長各１人を置く
■ 会長及び副会長は、委員の互選とする

審議会（委員２５名以内）

・ 市内の公共的団体の役員及び職員

・ 学識経験者その他市長が必要と認めた者

その他のスケジュール

【広聴等】パブリックコメント・広聴会開催
【市議会】令和６年３月議会 基本構想案上程
【計 画】令和７年度～ 第３次総合計画

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

・公募
・委員選定

★
発足

●
諮問

●
答申（見込み）



１ アフターコロナを見据えた中期的展望
２ 循環経済・産業拠点の創出 ～川内港臨海ゾーン整備～

3

① 唐浜地区国際物流ターミナルの整備促進・供用

② 旧川内火力発電所跡地におけるサーキュラーパーク
九州の実現に向けた連携協定

③ 川内港久見崎みらいゾーンの分譲・企業立地

④ 南九州西回り自動車道 阿久根川内道路
薩摩川内水引IC～（仮称）湯田西方ICの事業促進

⑤ 重要港湾川内港～南九州西回り自動車道間の
アクセス道の事業化促進

⑥ 川内川高潮対策事業
（川内川左岸（滄浪地区）高潮堤防整備）の事業促進

⑦ 川内港背後地将来ビジョン調査検討事業



１ アフターコロナを見据えた中期的展望

薩摩川内市役所

４－②
旧川内市民文化ホール跡地活用施設

４－①
燃ゆる感動かごしま国体会場
薩摩川内市総合運動公園

（軟式野球・バスケット・空手道・バウンドテニス）

４－①
燃ゆる感動かごしま国体会場

樋脇屋外人工芝競技場
（ホッケー）

４－①
燃ゆる感動かごしま国体会場

丸山自然公園
（ホッケー）

４－①
燃ゆる感動かごしま国体会場

入来総合運動公園
（ウエイトリフティング）

３－①
東郷工業用地

分譲面積 ０．９ha

３－①
高城産業用地開発事業
事業規模 約１２ha

３－①
入来工業団地

分譲面積 １０．１ha
（うち分譲済面積 ２．２ha）

（仮称）湯田西方IC

至北薩横断道路
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３

４

雇用の創出

交流の創出

２

５ 甑医療体制
の整備



２ 令和５年度当初予算総額

一般会計

５４５億４千万円
前年度比 ＋2.0％

２６０億５千万円
前年度比 △ 1.2％

５６億５千万円
前年度比 +5.8％

特別会計
９会計

企業会計
３会計

全会計総額

５

８６２億５千万円
前年度比 ＋1.2％

※千円以下端数調整のため
合計額に相違が生じています



３ 当初予算トピックス

１ 子ども・子育て

６

２ SDGｓ・カーボンニュートラル

３ DX（デジタル・トランスフォーメーション）

４ 国民体育大会



３ 当初予算トピックス

１ 子ども・子育て

７

⑴ 出産・子育て応援給付金事業
出産・子育てに係る経済的負担軽減を図るため
○ 妊娠届出時 妊婦一人当たり ５万円
○ 出生届出後 子ども一人当たり ５万円 を給付

⑵ 子ども医療費助成事業
子ども（１８歳に達した日以後の最初の３月３１日まで）の医療費の窓口負担分を助成

⑶ 子育て支援ヘルパー派遣事業
家庭児童福祉の向上を図るため、保護の必要な女性の相談に応じ必要な指導・支援を実施

⑷ 学校校務支援員配置事業
学校教育活動の充実や業務改善を図るため、教職員を補助する業務や教室内の換気や行毒

等の感染症対策を行う学校校務支援員を配置

⑸ こどもの発達を支える生徒指導に関する調査研究事業
不登校やいじめなどの生徒指導上の課題の未然防止・早期解決するため、有効な具体策の

調査研究を実施



３ 当初予算トピックス

８

⑴ ＳＤＧｓチャレンジ事業
ＳＤＧｓ推進の機運を醸成するため、市民向けのＳＤＧｓワークショップ

の開催、各種ＳＤＧｓチャレンジプロモーション事業等を実施

⑵ 地球温暖化対策実行計画策定事業
脱炭素社会の実現に向けて実効性のある施策を展開していくため、市民の意見も踏まえな

がら計画の策定を実施

⑶ 川内クリーンセンター不燃ごみ用市指定ごみ袋資源化事業
川内クリーンセンターに搬入された不燃ごみ市指定ごみ袋（赤袋）の再資源化を実施

⑷ 次世代エネルギー都市基盤整備事業
次世代エネルギーを活用したまちづくりを推進するため、市民等の地球にやさしい環境設

備の導入を支援

２ SDGｓ・カーボンニュートラル

ＳＤＧｓ：2015年９月の国際サミットで加盟国の全会一致で採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」に記載され
た、2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標で、17のゴール・169のターゲットから構成され、地球
上の「誰一人取り残さない」ことを誓っているもの

カーボンニュートラル：温室効果ガスの排出量と吸収量とを均衡させること



３ 当初予算トピックス

９

⑴ デジタル地域通貨プラットフォーム構築事業
地域内経済循環の創出、地域課題の解決促進、行政コストの削減を図るため、市域内の

販売店等で利用可能なデジタル地域通貨を運用するプラットフォームを構築し、商品券事
業やポイント事業をはじめとした各種サービスのデジタル化を実施

⑵ 道路・河川ＤＸ事業
迅速な情報の共有を図るため、河川台帳から選定した箇所及び過去の浸水発生箇所へ浸水

検知センサを設置

⑶ デジタルデバイド教室（デジタル活用支援推進事業）
不十分な教育による情報格差を解消するために、スマホの基本操作方法等を地域住民に

教えることができる人材を育成するための講習会を実施

⑷ 画像作成ＡＩシステムトライアル事業
広報力の強化を図るため、ＡＩによるグラフィック自動作成ツールを活用し、市が発信す

る情報を文字だけでなくグラフィックも交え、より市民に分かりやすい情報とし、トライア
ルとして実施

３ DX（デジタル・トランスフォーメーション）

DX（デジタル・トランスフォーメーション）：デジタル化により社会や生活の形・スタイルが変わること



３ 当初予算トピックス
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⑴ 国民体育大会事業
特別国民体育大会（令和５年１０月７日（土）～１７日（火））

「燃ゆる感動かごしま国体」の本市開催競技の実施

４ 国民体育大会

※デモスポ（デモンストレーションスポーツ）：県民が国体に参加できる機会を設け、生涯を通じてスポーツ活動を行うきっかけとする
ことを目的として実施



４ 当初予算における主な新規・拡充事業
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① (仮)上甑島診療所新築に係る基本構想・基本設計業務委託事業
上甑診療所に里診療所及び鹿島診療所を集約した（仮称）上甑島診療所を新設するため

基本構想・基本設計業務委託を実施

② 居宅介護事業所における医療的ケア促進事業
医療的ケアが行えるヘルパーを増やすため、居宅介護事業所の体制整備・人材育成に係る

費用の一部を助成

③ 子育て応援券支給事業

子育て世帯の利便性向上を図るため、子育て応援券のデジタル地域通貨での支給を実施

④ 結婚新生活支援事業

少子化の要因となっている晩婚化及び未婚化の進行を抑えるため、男女の出会いの場の創
出や婚姻に伴う新生活の経済的な支援を実施

⑴ 健やかに生き生きと暮らせるまちづくり【健康・福祉】



４ 当初予算における主な新規・拡充事業
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① 防災マップ整備事業

前回作成した平成２９年以降に、新たに設定された土砂災害警戒区域や浸水想定区域など
を反映した最新の防災マップの作成・配布

② 大型塵芥車両購入事業

上甑島クリーンセンター及び下甑クリーンセンターから島外搬出する燃やせるごみ用の
大型塵芥車両の更新

③ 川内クリーンセンター不燃ごみ用市指定ごみ袋資源化事業 ≪再掲P8≫

川内クリーンセンターに搬入された不燃ごみ市指定ごみ袋（赤袋）の再資源化を実施

⑵ 快適で魅力的な住み続けたいまちづくり【生活環境】



４ 当初予算における主な新規・拡充事業
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① 海の幸山の幸特産品開発・ＥＣ促進支援事業
特産品の開発やＥＣ（電子商取引）の推進に資する取組に対する補助

② 企業誘致事業（特定地域産業立地支援事業補助金）
産業立地の推進と、市内産業の均衡ある発展を図るため、本市の特定地域に工場・

事務所等を新設、増設、移転する事業者に対して、当該経費の一部を支援

③ 東部区域観光振興支援事業
東部区域の地域資源を活かすため、県内大学生等の若者と新しい旅のカタチを創出

する「東部区域観光RebornProject」及び「東部区域観光振興ビジョン策定業務」を
実施

④ ワーケーションモニターツアー事業
新たな観光客の誘致及び地域課題等解決を図るため、ワーケーションモニターツアー

を実施

⑶ 地域の豊かな個性で活力を生み出すまちづくり【産業振興】



４ 当初予算における主な新規・拡充事業
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① 地域移定住促進事業
移住の促進を図るため、空家の家財道具処分費及びリフォーム等に対する補助

② コミュニティバス等利用促進事業

市民等の移動手段を確保するため、廃止路線代替バスとしての運行継続を補助

③ 流域治水対策調査事業

水害に強い地域づくりを推進するため、薩摩川内市流域治水プロジェクト（仮称）
を策定

④ 定住促進補助事業
市内への転入を促進するため、定住住宅取得補助金、定住住宅リフォーム補助金

や新幹線定期券補助金などの制度内容を拡充実施

⑷ 安全性と利便性の質を高めるまちづくり【社会基盤】



４ 当初予算における主な新規・拡充事業
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① 給食センター統合事業
公共施設再配置計画に基づき、樋脇学校給食センターを入来学校給食センターへ

統合するための施設改修設計を実施

② 祁答院地域小学校再編事業

祁答院地域の小学校再編に伴う新たな小学校開校に係る校章や校歌の作成

③ 入来麓伝統的建造物群保存地区整備事業

薩摩川内市入来麓交流館（令和５年４月開館）の管理運営

④ 部活動地域移行支援事業

休日の部活動の段階的な地域移行に向け、地域部活動本部の設置や試行的に人材
バンクの運営を実施

⑸ 次世代を担う人と文化を育むまちづくり【教育文化】



４ 当初予算における主な新規・拡充事業
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① 第３次総合計画策定事業

令和７年度を始期とする第３次総合計画基本構想・前期基本計画を策定

② コミュニティセンター整備（調査）事業

老朽化が著しいコミュニティセンターの建替えを行うために必要な設計を実施

③ 地区コミュニティ活性化事業

地域の活性化を図るため、コミュニティビジネスに取り組む地区コミュニティ協議会
に対する補助

⑹ 市民みんなで考え、行動するまちづくり【地域経営】



５ 新型コロナウイルス感染症への対応
⑴ 感染拡大防止対策事業

３回目 ４回目 オミクロン株

【ワクチン接種の状況】 ※令和５年３月２８日現在

６５歳以上

１２歳以上６４歳以下

計

９６．０％

６７．８％

７０．４％

８５．２％

３８．４％

４９．６％

７５．８％

３９．１％

４６．９％

【今後のワクチン接種】

■ 接種の法的位置づけ
・ 特例臨時接種を令和６年３月３１日まで延長

■ 令和５年春開始接種（５月８日～８月末）
・ ６５歳以上の方、基礎疾患を有する方、医療機関及び高齢者・障害者施設従事者等が対象
・ 現在使用しているオミクロン株対応２価ワクチンの使用を基本

■ 令和５年秋開始接種（９～１２月）
・ 追加接種可能な全ての方を対象
・ 使用するワクチンは今後検討

※ 計については小児接種・乳幼児接種分も含む
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① 新型コロナウイルスワクチン接種状況



令和２年度（事業費：約119.7億円）
～主な事業～

・ふるさと応援券事業、プレミアム付商品券事業
落ち込んだ地域経済の活性化のためにプレミアム付き商品券を販売（２回）

５ 新型コロナウイルス感染症への対応
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⑴ 感染拡大防止対策事業
② これまでの新型コロナウイル感染症対応関連事業（R2～R4総額約200億円）

令和４年度（事業費：約33.3億円）
～主な事業～

・キャッシュレス決済による消費喚起事業
経済活動の回復と消費拡大を図るとともに、感染予防に向けた取り組みを進めるために
キャッシュレス決済による消費者還元キャンペーンを実施

令和３年度（事業費：約46.9億円）
～主な事業～

・地域の商いパワーアップ事業
落ち込んだ地域経済の回復を図るために商工会議所、商工会が実施する地域経済の
消費喚起に資する取組み経費に対する補助金



① ふるさと納税 ~復興地域経済対策の有効な財源確保~

・寄附増額に向けた新たな返礼品の開発として、受付サイト及びウェブページ等内容の見直し

・商工会議所や商工会、観光物産協会、企業連携協議会等関係団体との連携を図り、返礼品
新規商品の掘り起こしや既存商品の磨き上げを実施

５ 新型コロナウイルス感染症への対応
⑵ アフターコロナを見据えたコロナ復興地域経済対策事業
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No ふるさと納税の使途内容

１ 子どもを持ち、育てやすいサービスの充実

２ 地域産業の活性化と職場環境づくりの促進

３ 安全・安心な住みやすい地域づくりの実現

４ 定住しやすい制度の充実と大学との連携による人材創出

５ 交流人口増加を目指し、市民ぐるみによるシティセールスの推進と観光物産ビジネスの展開

６ 施設の整備や備品などの購入費、基金積立、開業後のイベント誘致事業

７ 新型コロナウイルス感染症等の発生・蔓延防止対策の充実

８ 市民が九州、全国大会等に出場する際に一部支援を行うスポーツ振興補助制度の充実

９ 新たに創設する「甑島地域医療体制整備基金」へ積み立て、甑島医療の環境整備に活用

１０ 使途目的を自治体にまかせる

これまでの寄附額の推移



② 国民体育大会事業 ≪再掲P10≫

～「燃ゆる感動かごしま国体」の本市開催競技の実施～

③ デジタル地域通貨プラットフォーム構築事業 ≪再掲P9≫

～市域内の販売店等で利用可能なデジタル地域通貨を運用するプラットフォーム
を構築し、商品券事業やポイント事業をはじめとした各種サービスのデジタル化を実施～

④ 海の幸山の幸特産品開発・ＥＣ促進支援事業 ≪再掲P13≫

～特産品の開発やＥＣ（電子商取引）の推進に資する取組に対する助成を実施～

⑤ 商工団体支援事業
～市内中小企業の振興とアフターコロナを見据えた相談体制の強化を図るため

商工会議所等の活動に対する助成を実施～

⑥ 東部区域観光振興支援事業 ≪再掲P13≫

～県内大学生等の若者と新しい旅のカタチを創出する
「東部区域観光Reborn Project」及び「東部区域観光振興ビジョン策定業務」を実施～

５ 新型コロナウイルス感染症への対応
⑵ アフターコロナを見据えたコロナ復興地域経済対策事業

20



６ 国・県事業の動き
⑴ 川内港整備の取組み

＜重要港湾川内港の機能充実＞

唐浜地区国際物流ターミナル整備事業の整備促進の取組み

■ 令和元年１１月 港湾計画が改訂され、水深１２ｍの耐震強化岸壁等が計画に位置付けられた。
■ 令和元年１１月２６日 川内港整備促進期成会設立
■ 令和３年３月 唐浜地区国際物流ターミナル整備事業の国土交通省による新規事業化
■ 令和４年４月２３日 川内港国際物流ターミナル着工式
■ 引き続き、本事業の整備促進、早期完成に向け、国土交通省や県に要望していく。
■ 港湾関係の必要予算の確保 （防災減災、国土強靱化対策の促進）

川内港（上空から眺望）

岸壁
(水深12m,

延長230m)(耐震)

航路・泊地
(水深12m,
22.0ha)

ふ頭用地
（5.0ha）

荷役機械（1基）

泊地
(水深12m,
1.1ha)

川内港

唐浜地区

整備箇所 21



６ 国・県事業の動き

⑵ 南九州西回り自動車道建設

阿久根川内道路

阿久根ＩＣ～薩摩川内水引ＩＣ間
【 延長＝２２．４㎞ 】

■ 令和４年５月２１日

決起大会（薩摩川内市開催）

■ 令和４年８月３０日

鹿児島３号網津トンネル安全祈願祭

■ 令和５年２月７日

鹿児島３号網津トンネル貫通式

工期 R4.2.9～R5.7.20まで

■ 令和５年度

調査設計、用地買収、工事推進

←大
川

串木野→

市街地
↑

R５.３.３１現在

調査・設計・用地買収・工事推進
調査・設計・用地買収
推進・工事推進

（
仮
称
）

（
仮
称
）

（
仮
称
）

（
仮
称
）

（
仮
称
）

（
仮
称
）

（
仮
称
）

（仮称）

（仮称）

22



６ 国・県事業の動き
⑶ 天大橋修繕代行事業

■ 事業延長＝３２８．４ｍ（直轄代行延長）
（橋梁全体延長６６０ｍ、ランプ部１７８ｍ）

■ 建設年次：昭和５９年度竣工 （３８年経過）
■ 国の直轄診断：平成３０年度
■ 修繕代行事業（国：５５％）令和元年度 ～ 令和６年度（予定）

工事費 ： 令和５年度 事業費 ４１０，０００千円（予定)

※ 代行事業‥ 高度な技術力を要するものまたは高度の機械力を使用して実施することが

適当であると認められるものについて、県又は市に代って国が自ら行う支援策

天 大 橋

修繕代行区間（P4橋脚～P12橋脚）

川内川

23

【主な工事実施内容】

令和２年度
P8～P11間（河川上空部）ひび割れ補修

令和３年度
P8～P11間（河川上空部）ひび割れ補修、舗装
全面通行止め実施

令和４年度
P9橋脚補修、耐震補強、歩道部補修、舗装

令和５年度
P9橋脚補修、耐震補強
P10橋脚補修、耐震補強
P4～P8間、P11～P12間（堤防上空部）補修

令和６年度
P10橋脚補修、耐震補強
P4～P8間（堤防上空部）補修
P8～P11間（河川上空部）舗装



６ 国・県事業の動き
⑷ 甑島縦貫道整備事業

これまでの動き
・ 令和２年度 手打藺牟田港線 芦浜工区（長浜～芦浜）

（約５．０ｋｍ）事業認可
・ 令和３年１２月 道路整備事業住民説明会開催（長浜、手打、鹿島）
・ 令和４年 ８月 甑島縦貫道整備促進期成会 県知事要望

甑島縦貫道整備促進期成会

■ 令和３年４月 甑島縦貫道整備促進期成会設立

■ 目的
甑島縦貫道の建設を促進すること

・ 未改良区間一般県道手打藺牟田港線
（長浜～芦浜）の建設を促進すること

・ 未改良区間一般県道桑之浦里港線
（中甑漁港周辺）の建設を促進すること

令和３年４月２１日 期成会設立

令和４年８月１０日 塩田県知事要望 24



６ 国・県事業の動き
⑸ 川内宮之城道路

これまでの動き
・令和３年６月 かごしま新広域道路交通計画において、一般広域道路として川内宮之城道路が位置付けられる。
・令和４年１２月２２日 川内宮之城道路建設促進期成会設立
・令和５年度 本道路の高規格道路としての早期実現を目指し、要望等の活動を展開していく。

川内宮之城道路建設促進期成会
■令和４年１２月２２日設立
■目的：川内宮之城道路の高規格道路としての建設促進
■構成：薩摩川内市、伊佐市、さつま町の市長及び町長、

議長、商工会議所等の関係団体の代表

25
令和４年１２月２２日 設立総会

川内港から南九州西回り道（仮称）湯田西方ICを経由し、
北薩横断道路までを結ぶ高規格道路



⑹ 川内港背後地将来ビジョン
これまでの動き
・令和３年 ３月 川内港唐浜地区国際物流ターミナル整備事業が国交省直轄により新規事業化
・令和４年 ７月 川内火力発電所跡地におけるサーキュラーパーク九州の実現に向けた連携協定を締結

（本市、九州電力株式会社、株式会社ナカダイホールディングス、学校法人早稲田大学、株式会社鹿児島銀行）

・令和４年 ８月 鹿児島県により川内港カーボンニュートラルポート協議会を設立
・令和４年１２月 川内宮之城道路建設促進期成会を設立
・令和５年 １月 阿久根川内道路の網津トンネルが貫通
・令和５年 １月 川内港久見崎みらいゾーンの分譲予約の受付を開始

川内港背後地将来ビジョン

■川内港背後地の利活用及び川内宮之城道路との
接続等に係る将来ビジョン

■令和５年度は川内港背後地将来ビジョン調査検討
事業を実施し、川内港背後地将来ビジョンを策定

26

６ 国・県事業の動き



ご清聴ありがとうございました
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